
【協議で出た意見はスライドに集約】  

●研究推進事業：相模原の研究～本市教育における課題を踏まえた研究実践について～ 
 

 

 

 

 

 

１  研究主題について  

相模台小学校には、外国籍児童や外国につ

ながりのある児童が多く在籍しており、その

ような国際色豊かな環境にいる児童たちは、

授業を通して外国語での会話に親しみをもっ

て取り組んでいます。本校でのこれまでの研

究を踏まえ、今年度は「言語の違う国の人と

関わりたい」「相手のことを知りたい、自分の

ことを相手に伝えたい」という根本的な思い

を軸にして、研究を進めています。  

２  研究内容  

仮説：外国語を「読む、書く」活動を軸に、

相手意識をもたせる場面を設定すること

で、児童は外国語でのコミュニケーション

に意欲的に取り組み、他者の考えに触れな

がら、相手の考えを受け止めたり、自分の

意図を正確に伝えたりする力が向上するだ

ろう。  

 相模台小学校では、次の視点を意識して、

本研究を進めています。  

①  児童の活動意欲を引き出す目的・場面・

状況等の設定の工夫（相手意識をもつ） 

②  中間指導の充実  

③  「読むこと」「書くこと」の指導の仕方

を考える。  

④  各領域で小学校６年間の学習のつなが

りを意識した計画、教材教具の研究  

⑤  個別の学びをサポートする教材教具の

研究  

 今年度、１月時点で５回の公開授業を実施

しました。それぞれの授業では、研究テーマ

に迫るために、上記の視点から３つ選択し、

公開授業後は、低学年、中学年、高学年に分 

かれて研究協議をし、視点をふまえた授業展 

 

 

 

 

 

 

開や子どもたちの取組について熱心に分析し

ました。また、市内の先生方にも授業を参観

していただ

いたり、文

部科学省の

早川優子教

科調査官を

はじめ、大

学教授のご  

講演を通して、幅広い意見をいただいたりし 

ながら、研究を進めています。  

３  研究のこれから  

 今後は、外国語を通して身に付いた資質・

能力をもとに、子どもたちが何に気付いてい

くことができるのかを軸に、研究を進めてい

きたいです。これまでの授業を通して、子ど

もたちが何のために読んだり、書いたりする

のかを理解し始めてきました。そこに教師に

よる働きかけを加えることで、言語面や内容

面において、子ども自身が改善点に気付き、

外国語を使って相手に「もっと伝えたい」と

いう気持ちが育まれていくと考えています。 

４  支援教育の視点   

英語が「読めない」「書けない」という悩み

は小学校や中学校のどこにでもあり得る課題

です。イラストやスライドなどの視覚教材を

活用したり、モデルを見せたり、また、子ど

もが実際に外国語を使ったりすることを通し

て、文字とのつながりを認識することは、学

習支援の視点でも有効なポイントです。単元

を通して資質・能力を身に付けるために、「で

きるようになった」という小さな達成感を子

どもたちが感じることができる場面を、授業

の中で設定していきたいです。  
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「相手のことを知りたい、相手に伝えたい」と思える授業づくり 

～読んだり書いたりする活動を通して～  
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